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青
少
年
奉
仕
月
間 

令
和
元
年
５
月
９
日
（
木
） 

Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｋ 

Ｏ
Ｕ
Ｔ 

Ｄ
Ａ
Ｙ 

於 

名
古
屋
東
急
ホ
テ
ル 

         
 

会
員 

56
名 

 
 

出
席
計
算
数 49

名
中
43
名
出
席 

出
席
率
87
・
76
％ 

前
々
回
出
席
率
87
・
50
％ 

  
例
会
プ
ロ
グ
ラ
ム 

★
神
野
会
員 

・
神
野
す
な
ほ
さ
ん 

ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
紹
介 

★
誕
生
日
の
お
祝
い 

 

★
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｋ 

Ｏ
Ｕ
Ｔ 
Ｄ
Ａ
Ｙ 

  

ロ
ー
タ
リ
ー
ソ
ン
グ 

 

「
君
が
代
」「
四
つ
の
テ
ス
ト
」 

指 

揮 

者 

鬼
頭 

茂
成 

ピ
ア
ノ
伴
奏 

冨
板 

玲
子 

  

ゲ
ス
ト 

丹
下
富
博
さ
ん
ゲ
ス
ト 

元
名
古
屋
大
須
Ｒ
Ｃ
会
員 

西
鶴 

智
香
さ
ん 

  

ニ
コ
ボ
ッ
ク
ス 

ご
無
沙
汰
し
て
ま
す
！
今
日
は
遊
び
に

来
ま
し
た 

 
 

 
 

 

西
鶴 

智
香 

祝
・
令
和 

良
い
時
代
に
な
り
ま
す
よ
う

に
。 

 
 

 
 

 
 

 

松
本 

哲
朗 

お
久
し
ぶ
り
で
す
! !
結
婚
記
念
月
で
す
。 

岡
部 

快
圓 

西
鶴
さ
ん
お
久
し
ぶ
り
で
す
。
よ
う
こ

そ
！  

 
 

 
 

 
 

 

杉
本 

忠
夫 

西
鶴
さ
ん
、
岡
部
さ
ん
、
お
久
し
ぶ
り

で
す
。 

 
 

 
 

 
 

渡
辺 

観
永 

岡
部
さ
ん
、
お
久
し
ぶ
り
で
す
。 

鬼
頭 

茂
成 

西
鶴
さ
ん
、
お
久
し
ぶ
り
で
す
。 

岡
村 

隆
德 

近
藤
宏
一
郎
・
吉
田 

憲
一 

西
鶴
さ
ん
お
帰
り
な
さ
い
。
加
藤
巳
千
彦 

丹
下 

富
博
・
林 

 

順
治 

令
和
を
祝
し
て
。 

 
 

尾
上 

 

昇 

岩
崎
さ
ん
、
先
日
は
「
か
つ
や
」
ご
ち

そ
う
さ
ま
で
し
た
。
西
鶴
さ
ん
お
帰
り

な
さ
い
。
結
婚
記
念
月
で
す
。 

春
日
井
和
良 

今
年
も
「
栄
ミ
ナ
ミ
音
楽
祭
」
が
今
週 

土
・
日
開
催
さ
れ
ま
す
。
受
付
に
パ
ン
フ

を
お
持
ち
し
ま
し
た
、
是
非
お
越
し
く

だ
さ
い
。 

 
 

 
 

 

前
田 

隆
久 

春
日
井
さ
ん
、内
藤
さ
ん
、お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。 

 
 

 
 

柴
岡 

正
将 

娘
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
Ｐ
Ｒ
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

神
野 

邦
利 

健
康
診
断
、
オ
ー
ル
Ａ
で
し
た
。 

横
川 

誠
人 

結
婚
記
念
月
で
す
。 

酒
井 

 
修
・
髙
田 

知
史 

川
島 

勇
基
・
岡
田 

尚
彦 

結
婚
記
念
月
で
す
。
50
年
、
エ
ラ
イ
コ

ッ
チ
ャ
。 

 
 

 
 

 

横
井 

 

衞 

結
婚
記
念
月
で
す
。
47
年
も
っ
て
ま
す
。 

小
澤 

幸
男 

誕
生
月
で
す
。 

 
 

 

佐
々
木 

功 

神
谷
さ
つ
き 

嫁
の
誕
生
月
で
す
。 

 

仲
林 

宏
昌 

四
国
八
十
八
ヵ
所
お
遍
路
、
43
番
寺
ま

で
終
わ
り
ま
し
た
。 

 

吉
田 

隆
彦  

 

会
長
挨
拶 

 
 

 
 

松
本 

哲
朗 

令
和
に
な
っ
て
９
日
目
で
す
。
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
10
連
休
だ
っ
た
方

も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
４
月
30
日
は

時
代
の
変
わ
る
大
晦
日
の
よ
う
な
不
思

議
な
感
覚
を
味
わ
い
ま
し
た
。 

気
が
付
い
て
み
え
る
方
も
多
い
と
思

い
ま
す
が
、
今
年
の
祝
日
に
天
皇
誕
生

日
は
あ
り
ま
せ
ん
。
新
天
皇
陛
下
の
誕

生
日
は
２
月
23
日
で
し
た
の
で
、
終
わ

っ
て
い
ま
す
。去
年
ま
で
の
12
月
23
日

は
上
皇
陛
下
の
誕
生
日
で
、
祝
日
で
は

な
く
な
り
ま
し
た
。 

で
は
祝
日
が
１
日
少
な
い
の
か
と
い

う
と
そ
う
で
は
な
く
、
５
月
１
日
が
天

皇
陛
下
即
位
の
日
で
祝
日
に
な
り
10

連
休
が
で
き
、
そ
し
て
も
う
１
日
、
10

月
22
日
（
火
）
が
「
即
位
礼
正
殿
の
儀
」

と
い
う
国
の
内
外
に
天
皇
陛
下
の
即
位

を
宣
明
す
る
儀
式
の
日
で
祝
日
と
な
り
、

例
年
よ
り
１
日
多
く
な
り
ま
す
。 

外
務
省
は
「
令
和
」
を
英
語
で
説
明

す
る
に
は
「B

E
A

U
T

IF
U

L
 H

A
R

 

-
M

O
N

Y

」（
美
し
い
調
和
）
で
あ
る
と 

        

統
一
し
て
お 

り
ま
す
。
令 

和
が
良
い
時 

代
に
な
り
ま 

す
よ
う
に
！ 

 

 

 
 

  

国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
・
ニ
ュ
ー
ス 

「
２
０
１
９
年
規
定
審
議
会
の 

ハ
イ
ラ
イ
ト
」 

 

２
０
１
９
年
４
月
18
日 

世
界
中
の
代
表
議
員
が 

ク
ラ
ブ
柔
軟
性
を
維
持 

多
く
の
画
期
的
な
変
更
が
導
入
さ
れ

た
前
回
の
審
議
会
ほ
ど
で
は
な
い
と
は

言
え
、
２
０
１
９
年
規
定
審
議
会
で
も

ロ
ー
タ
リ
ー
の
未
来
を
形
づ
く
る
い
く

つ
か
の
決
定
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

こ
れ
ら
重
要
な
決
定
の
一
つ
に
、
ロ

ー
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ
の
立
場
を
高
め

る
案
件
が
あ
り
ま
し
た
。こ
の
変
更
は
、

ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ
が
加
盟
で
き

る
よ
う
に
す
る
た
め
に
国
際
ロ
ー
タ
リ

ー
の
加
盟
の
定
義
を
広
げ
る
も
の
で
、

Ｒ
Ｉ
か
ら
ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ
に

提
供
さ
れ
る
サ
ポ
ー
ト
を
増
や
す
と
と

も
に
、
ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト
の
奉
仕
の
力

を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

「
私
た
ち
は
、
若
き
パ
ー
ト
ナ
ー
に
イ

ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
与
え
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
ロ
ー
タ
ー

ア
ク
タ
ー
は
こ
れ
か
ら
も
素
晴
ら
し
い

  

1466 

 

 

 

 

 

そ
の
他
・
お
知
ら
せ 

第 1711 回例会  

 



   - 2 - 

（左）討議に耳を傾けるラビンドラン元RI会長とライズリー元会長 奉
仕
を
実
施
し
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
」。

提
案
を
発
表
し
た
バ
リ
ー
・
ラ
シ
ン
Ｒ

Ｉ
会
長
は
こ
う
述
べ
、
次
の
よ
う
に
続

け
ま
し
た
。「
こ
の
提
案
に
よ
っ
て
、
ロ

ー
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ
が
奉
仕
に
お
け

る
真
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
と
い
う
力

強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る
こ
と
が
で
き

ま
す
」 

ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ
で
の
経
験

は
、多
く
の
点
で
、今
後
も
変
わ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
も
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
、
設
立
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。ま
た
、今
後
も

独
自
の
標
準
定
款
を
備
え
、
ロ
ー
タ
ー

ア
ク
ト
な
ら
で
は
の
経
験
が
得
ら
れ
ま

す
。Ｒ
Ｉ
加
盟
に
よ
り
、ロ
ー
タ
ー
ア
ク 

ト
ク
ラ
ブ
会

員
が
「
ロ
ー

タ
リ
ア
ン
」

と
な
る
わ
け

で
は
な
く
、

Ｒ
Ｉ
会
費
の

納
入
や
機
関

雑
誌
の
購
読

が
直
ち
に
開

始
さ
れ
る
こ

と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
理
事

会
は
今
後
、

時
間
を
か
け

て
Ｒ
Ｉ
会
費

を
決
定
す
る

こ
と
と
な
り

ま
す
。
こ
の

変
更
は
単
純 

に
、
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
加
盟
の
定
義
を

広
げ
、
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
と
ロ
ー
タ

ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ
の
両
方
を
加
盟
ク
ラ

ブ
と
し
て
含
め
る
と
い
う
も
の
に
す
ぎ

ま
せ
ん
。 

３
年
ご
と
に
開
か
れ
る
規
定
審
議
会

で
は
、
世
界
中
か
ら
地
区
の
代
表
議
員

が
シ
カ
ゴ
に
集
ま
り
、
国
際
ロ
ー
タ
リ

ー
の
定
款
細
則
へ
の
変
更
に
つ
い
て
討

議
し
ま
す
。今
年
の
規
定
審
議
会
で
は
、

１
０
０
件
以
上
の
案
件
が
審
議
さ
れ
ま

し
た
。 

審
議
会
は
ま
た
、
Ｒ
Ｉ
を
米
国
内
国 

歳
入
法
の
第
５
０
１
条
(C)-

(3)
項
に

基
づ
く
免
税
資
格
の
あ
る
団
体
に
変
更

す
る
と
い
う
理
事
会
の
提
案
を
承
認
し

ま
し
た
（
現
在
、
Ｒ
Ｉ
は
第
５
０
１
条

(C)-

(4)
項
に
基
づ
く
団
体
）。
こ
の
変

更
の
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
特
別
に
設

け
ら
れ
た
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
が
18
カ
月

間
に
わ
た
っ
て
調
査
を
行
い
、
税
優
遇

措
置
だ
け
で
な
く
、
外
部
業
者
か
ら
の

割
引
に
よ
っ
て
経
費
削
減
に
つ
な
が
る

と
結
論
づ
け
ま
し
た
。 

会
費
の
増
額 

会
費
（
人
頭
分
担
金
）
に
つ
い
て
、

審
議
会
は
20-

21
年
度
か
ら
３
年
間
、

毎
年
１
ド
ル
と
い
う
緩
や
か
な
増
額
を

承
認
し
ま
し
た
。
増
額
さ
れ
た
会
費
に

よ
り
、
ク
ラ
ブ
が
Ｒ
Ｉ
に
支
払
う
会
員

一
人
当
た
り
の
金
額
は
、
20-

21
年
度

に
は
半
年
ご
と
に
米
貨
34
ド
ル
50
セ

ン
ト
、
21-

22
年
度
に
は
半
年
ご
と
に

米
貨
35
ド
ル
、22-

23
年
度
以
降
に
は

半
年
ご
と
に
米
貨
35
ド
ル
50
セ
ン
ト 

と
な
り
ま
す
。

今
後
の
審
議

会
に
よ
り
修

正
さ
れ
な
い

限
り
、
会
費

が
そ
れ
以
上

の
額
に
な
る

こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。 

審
議
会
は

さ
ら
に
、「
一

般
剰
余
金
」

の
名
称
を
、

こ
の
資
金
の

目
的
を
よ
り

正
確
に
表
す

「
Ｒ
Ｉ
準
備

金
」
に
変
更

し
ま
し
た
。

ま
た
別
の
案 

件
で
は
、
他
団
体
や
政
府
間
の
組
織
と

の
話
し
合
い
に
お
け
る
事
務
総
長
の
立

場
を
有
利
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
事

務
総
長
が
ロ
ー
タ
リ
ー
外
部
で
「
最
高

経
営
責
任
者
（
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）」
の
肩
書
を
使

う
こ
と
を
承
認
し
ま
し
た
。 

変
更
は
小
さ
い
な
が
ら
熱
い
議
論
が

交
わ
さ
れ
た
動
議
の
一
つ
に
、
今
後
の

審
議
会
の
議
員
か
ら
元
Ｒ
Ｉ
会
長
を
除

外
し
、
出
席
で
き
る
Ｒ
Ｉ
理
事
も
１
名

の
み
（
投
票
権
を
有
さ
な
い
議
員
と
し

て
）
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
審
議
会
投

票
議
員
の
数
を
減
ら
す
と
い
う
も
の
が

あ
り
ま
し
た
。 

「
承
認
さ
れ
な
か
っ
た
」
案
件
を
見
る

こ
と
で
、
今
回
の
審
議
会
の
特
徴
を
知

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
今
回
は
、
前
回

の
審
議
会
で
認
め
ら
れ
た
「
ク
ラ
ブ
の

柔
軟
性
」
を
一
部
制
限
し
よ
う
と
す
る

強
い
圧
力
が
あ
り
ま
し
た
が
、
代
表
議

員
は
そ
れ
に
抵
抗
し
、ま
た
、ク
ラ
ブ
に

新
た
な
制
約
を
課
す
可
能
性
の
あ
る
い

く
つ
か
の
案
件
を
否
決
し
ま
し
た
。
否

決
さ
れ
た
提
案
に
は
、
ク
ラ
ブ
が
少
な

く
と
も
年
に
40
回
、
例
会
を
開
く
こ
と

を
義
務
づ
け
る
と
い
う
も
の
も
あ
り
ま

し
た
。 

多
く
の
ク
ラ
ブ
は
、
新
会
員
の
入
会

を
促
し
、
現
会
員
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

た
め
に
、
革
新
的
で
柔
軟
性
の
あ
る
方

法
を
例
会
に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。 

代
表
議
員
は
ま
た
、
ロ
ー
タ
リ
ー
の

機
関
雑
誌
の
購
読
を
任
意
に
す
る
と
い

う
提
案
、
お
よ
び
審
議
会
の
出
席
議
員

数
を
半
分
に
し
て
２
年
ご
と
に
開
催
す

る
と
い
う
提
案
も
否
決
し
ま
し
た
。 

民
主
主
義
の
精
神 

審
議
会
の
民
主
主
義
的
な
性
質
を
称

え
る
代
表
議
員
も
い
ま
し
た
。 

「
す
べ
て
の
代
表
議
員
は
、投
票
の
際

に
ど
ん
な
意
見
を
も
っ
て
い
て
も
、
責

任
が
あ
り
、
尊
敬
さ
れ
て
い
る
方
々
で

す
」
と
話
す
の
は
、
第
４
１
７
０
地
区

（
メ
キ
シ
コ
）
の
代
議
員
、
ア
ド
リ
ア
ナ
・

デ
・
ラ
・
フ
エ
ン
テ
さ
ん
で
す
。
フ
エ

ン
テ
さ
ん
は
３
回
の
審
議
会
に
出
席
し

ま
し
た
。「
だ
か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
の
組

織
は
信
頼
さ
れ
、尊
重
さ
れ
る
の
で
す
」 

第
６
７
６
０
地
区
（
米
国
テ
ネ
シ
ー

州
）
の
グ
レ
ン 

Ｋ
．
ヴ
ァ
ン
ダ
フ
ォ
ー

ド
さ
ん
は
、
地
区
の
会
員
を
代
表
し
、

同
じ
目
標
を
も
つ
人
た
ち
と
と
も
に
意 

見
を
交
わ
す
機
会
が
も
て
た
こ
と
を
幸

い
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。 

「
こ
の
プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
て
、
私
た
ち

は
、そ
の
場
し
の
ぎ
の
運
営
で
は
な
く
、

し
っ
か
り
と
し
た
計
画
を
備
え
て
進
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト

の
立
場
を
高
め
ら
れ
た
こ
と
、
ま
た
今

後
の
審
議
会
を
弱
体
化
さ
せ
ず
に
全
員

の
意
見
を
得
る
力
を
維
持
で
き
た
こ
と

に
、
大
満
足
し
て
い
ま
す
」 

執 

筆
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rn
o
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. G
ra

h
l 

写 

真
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e
n

s
o
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/
R

o
ta

ry
 In

te
rn

a
tio

n
a
l 

（
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
Ｈ
Ｐ
よ
り
）

 

 

５
月
23
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

例
会
変
更 

同
日
同
時
刻 

社
会
奉
仕
委
員
会 

「
Ｒ
Ｃ
Ｃ
結
成
記
念
例
会
」 

テ
ン
ト
贈
呈
式 

12
時
00
分
～
12
時
15
分 

＊
開
始
10
分
前
に
お
集
ま
り
く
だ
さ
い  

於 

大
須
商
店
街
ふ
れ
あ
い
広
場 

（
名
古
屋
市
中
区
大
須
３
） 

記
念
例
会 

12
時
30
分
～
13
時
30
分 

於 

ロ
ー
ズ
コ
ー
ト
ホ
テ
ル
４
Ｆ 

「
ロ
ー
ズ
ル
ー
ム
」 

（
名
古
屋
市
中
区
大
須
４-

９-

60
） 

 
 

 
 

 
 

公
共
イ
メ
ー
ジ
向
上
委
員
会 

前
田 

隆
久
・
杉
浦 

令
淑 

川
畑 

博
敬
・
竹
林 

正
人 

＊
本
文
は
、
原
則
、
頂
い
た

原
稿
を
転
載
し
て
い
ま
す
。 


